
3月28日㈭
20時～22時 zoomにて

産業医科大学 首都圏専門的産業医等養成支援事業（Ⅲ．情報発信・啓発事業）

産業医大プレミアム

〒807-8555 福岡県北九州市八幡西区医生ケ丘１番１号
TEL：093-691-7251（直通） E-mail：shuto@mbox.pub.uoeh-u.ac.jp

お問合せ：産業医科大学首都圏事業推進室

https://premium.med.uoeh-u.ac.jp/service/course/ 検 索

下記リンクまたは上記QRコード
よりお申込みください。
折り返し参加方法等ご連絡いたします。

悩ましい「職場巡視」の指南書 を著者陣が解説します！
「面談」「衛生委員会」に並び産業保健スタッフの柱の１つが職場巡視
ですが、どうされていますか？
例えば工場。使用している化学物質の知識はあっても、製品特性や生産

設備の構造などは事業場により千差万別であり、
そのポイントをとらえた巡視や指導はなかなか厄介では
ないでしょうか。
こうした課題に本学出身の4人の専門家がコンパクトな

書籍を執筆。無料講演会を下記の通り行います。

第1部：各著者からのスピーチ20:00

産業医初心者用「職場巡視」参考書について
～本書の経緯、ねらいとともに～

⑴加部 勇<編著>

（㈱クボタ）

工場巡視から始める職場とのコミュニケーション
～有害作業場を巡視して、事業場や従業員の

理解を深める。酸欠、溶接職場を例に～

⑵神出 学
（三菱重工業㈱）

騒音対策はこれで大丈夫と思っている職場の
「もう一歩」を後押しする

⑶中山雅史
（㈱クボタ）

職場巡視で、身体の負担と転倒リスクを下げる⑷大橋秀晃
（㈱クボタ）
第２部：事前アンケートや当日いただく質疑への回答・討議21:00
序 はじめに / 1.職場巡視の基本事項 / 2.有害業務別の職場巡視 / 
3.作業別、リスクマネジメントのための職場巡視 /
4.職場巡視後の事後措置 / ※１９のコラム

書籍
目次

https://x.gd/kfqq8
※定員になり次第締め切らせていただきます。


